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＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書  

①第三者評価機関名 

株式会社ケアシステムズ 

 

②施設・事業所情報 

名称：太陽の子 白根保育園 種別：保育所 

代表者氏名：園長 及川 義明 定員（利用人数）： ６０名 

所在地：〒241-0005 神奈川県横浜市旭区白根2-3-18 パール横浜白根ビル3階                        

TEL：045-958-0285 ホームページ： 

 https://www.kidslife-nursery.com/ 

facility/kanagawa/yokohama/shirane/ 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日：2013年4月１日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：HITOWAキッズライフ株式会社 

 職員数 常勤職員： 11名 非常勤職員： ９名 

 専門職員 保育士： １６名 栄養士： １名 

保育補助： １名 調理補助：１名 

看護師：  １名  

（居室数） （設備等） 

 施設・設備

の概要 

乳児室・ほふく2室・調理室・

調乳室・保育室1室（3分割）・

事務所兼医務室・ホール

49.02㎡ 

バリアフリートイレ・屋上園庭・園庭シ

ャワー・幼児トイレ2か所 

 

③理念・基本方針 

理念 

「のびのびすくすく にこにこ」子どもたち一人ひとりがたくさんの“大好き”に出会え

るようこころとからだをすこやかに育んでゆきます 

 

基本方針 

安心できる人間関係の中で、一人ひとりの違いを認め合いながら生活します 

整った保育環境の中で、仲間と喜びのある生活をし、自らルールを発見し社会性を育み

ます 

様々な経験や人との関わりの中で、自ら好きなものを発見し、健全な心身の発達を図り

ます 

いろいろな違いを体験する中で、広い視野をもった子どもを育てます 

保護者・地域・保育者みんなで感動をわかち合い、子どもの成長を一緒に笑顔で見守り

ます 

 

④施設・事業所の特徴的な取組 

・絵本のとりくみ 

絵本巡回図書館 として2か月毎に新しい絵本が届き、年齢毎の本に触れる事が出来ます。

又、つながりBOOK POSTとしてご家庭で読み終わった絵本を国内外に定期的にプレゼ

ントしてます。 



 

 

・食育のとりくみ 

園庭で野菜作り バケツ稲の栽培、収穫の体験やグリーンカーテン作りクッキング 絵本

や歌とのコラボメニュー 行事食メニュー 郷土料理 世界の料理等を通じて食を営む力

を目標としてます。 

 

・英語レッスン  

月2回 0～5歳児対象 外国人スタッフによる英語に触れる経験 

 

・「リズモン」を導入  

オリジナルプログラムを基にオンラインによるレッスンや保育園スタッフがリズモンダ

ンス研修で学び、日常の保育等で取り入れて活動しています。 

おそうじプログラム おそうじ本舗のスタッフに雑巾の絞り方等教えてもらい、プロの掃

除体験をすることによって意識が高まり、公園の美化活動や清掃活動に繋げています。

（キッズお掃除チャレンジ） 

 

・地域ケアプラザとの連携 

同ビル2階はケアプラザがあり、年間のイベントを企画しながら園長・栄養士等による読

み聞かせや、離乳食講座、マタニティ支援等を行いながら地域に根付く情報発信の場と

して子育て支援地域支援を行っています。 

 

⑤第三者評価の受審状況 

 評価実施期間 

 

2020年6月29日（契約日） ～ 

 2021年３月12日（評価結果確定日） 

 受審回数（前回の受審時期）      １回（平成２７年度） 

⑥総評 

◇特に評価の高い点 

・子どもたちが主体的に地域の公益的な活動に取り組んでいる 

法人が進めている取り組みとして、子どもたちが主体的に社会との関わりを計画し、お

手伝いとして実行する「キッズ株式会社子ども事業部」というものがある。その先駆け

として当園では夏祭り、秋祭りの声掛け、花壇の水やりや、清掃などの美化活動を子ど

も発案で行っている。法人からは、お手伝いの報酬としてコインを受け取り、保育につ

ながるものの購入に利用することができる。地域交流に加え、子どもの主体性を尊重し

た活動が行われている。 

 

・ケアプラザと連携した取り組みを積極的に行っている 

同ビル内のケアプラザとの関係構築を進めており、地域情報の収集や、地域に向けた行

事などの取り組みをケアプラザとともに行っている。今年度はコロナ禍であるため、旭

区の子育て支援が中止になっているが、ケアプラザとともに子どもたちの踊りをオンラ

インで披露するなどの連携した取り組みを行っている。 

 

・保護者の要望や意見に迅速に対応している 

園長は、旬を逃さないという考えのもと定期的に法人が実施する保護者満足度調査や、

行事後アンケートなどの結果を職員と検討し、対応が必要なことは園での見解を示して

速やかに掲示や、コドモンによる配信をするように努めており、保護者との連携を深め

ることに力を入れている。 

 



 

◇改善を求められる点 

・中長期計画を期間を定めてトレースし、職員への理解をさらに深めることも望まれる 

中長期経営は法人の経営計画として示されており、園ではそれをもとにの単年度事業計

画を策定し、指導計画に反映する仕組みになっている。単年度事業計画に基づいて、白

根保育園に於ける全体的な計画を策定し、各クラスの年間指導計画・栄養士による年間

食育計画看護師による年間保健計画などの個別計画に落とし込んでいる。さらに、中長

期計画の進捗（達成）状況を期間を定めて確認し、職員への理解を深める取り組みも充

実されたい。 

 

・地域への情報提供をさらに充実させることを目指している 

立地条件としては、最寄り駅から13～15分圏内に位置し駅からの利便性は高くないこ

とがうかがえるが、地域ケアプラザと連携した様々な活動や保育の取り組みについては、

保護者アンケートからも高い評価を受けている。園では、園で行われている優れた取り

組みを地域に分かりやすく伝えることを目標に、広報活動にさらに力を入れることを目

指している。また、横浜市ホームページに、利用希望者に対する情報提供を充実させる

ことも望まれる。 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

今回、第三者評価を受審し、当法⼈、当園に於ける保育運営に関する福祉サービスの質

について、専⾨的かつ客観的な⽴場から評価を頂く事が出来た。その評価結果に基づき

スタッフ⼀同⽇々の保育に気づき、⾃⼰の保育の在り⽅について振り返る事が出来た。 

⼜、保育の質の向上や保護者・園児等の利⽤者主体で質の⾼い保育サービスを提供する

とともに、当園の課題である地域に根付く情報発信や地域に開かれた保育運営を⾏うた

めの課題を明確にし、改善策を⾒出す為の具体的な⽬標設定を⾏う上で、客観的指標と

なる事が出来た。 

⾏事や保護者との連携に関して評価の⾼い点については今後さらに推進し、また上記以

外の改善を求められた点については⼗分検討・熟慮を⾏った上で、スタッフ⼀同⼒を合

わせ保育サービス・保育の質の向上に努め、より良い保育を⽬指して努⼒していきたい

と考えている。 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙２のとおり 


